
そ

の

他
　 

沖
縄
宮
古
島
戦
記
　 

岐
阜
県
　
藤
井
正
道
　 

大
東
亜
戦
―
太
平
洋
戦
争
を
通
じ
、
最
後
の
陸
上
決
戦
と
な

っ
た
沖
縄
本
島
で
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
幾
多
の
戦
記
、
映

画
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
そ
の
全
容
は
広
く
伝
え
ら
れ
、
ま
た
語

ら
れ
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
私
は
同
軍
団
隷
下
で
戦
闘
の
焦

点
外
に
置
か
れ
た
先
島
諸
島
の
う
ち
の
宮
古
島
決
戦
の
一
部
に

守
備
隊
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
小
生
の

手
記
よ
り
抜
粋
し
て
簡
略
に
記
す
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
初
頭
、
米
中
部
太
平
洋
軍
の
侵

攻
速
度
が
予
想
以
上
に
速
い
こ
と
に
驚
い
た
大
本
営
は
、
米
軍

の
そ
の
強
大
な
機
動
力
を
駆
使
し
て
、
比
島
ま
た
は
小
笠
原
諸

島
を
跳
び
越
え
て
一
気
に
南
西
諸
島
に
突
進
し
て
く
る
公
算
も

少
な
く
な
い
と
し
て
、
急
ぎ
同
方
面
の
防
衛
強
化
を
図
る
必
要

あ
り
と
判
断
し
、
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
二
日
大
本
営
直
轄
の

第
三
十
二
軍
を
編
成
し
た
。

第
三
十
二
軍
、
軍
司
令
官
渡
辺
正
夫
中
将
、
後
任
は
牛
島
満

中
将
、
司
令
部
は
沖
縄
本
島
首
里
に
置
か
れ
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
南
西
諸
島
防
衛
は
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
。

同
年
五
月
二
十
日
大
本
営
が
「
捷
号
作
戦
」
を
決
定
、
日
本

本
土
の
防
衛
線
を
南
西
諸
島
及
び
台
湾
を
結
ぶ
線
に
置
き
、
同

地
区
防
衛
の
た
め
、
満
州
に
駐
屯
の
大
兵
力
を
転
用
す
る
と
い

う
非
常
措
置
策
が
発
令
さ
れ
、
次
の
編
成
が
行
な
わ
れ
た
。

第
九
師
団
・
通
称
武
部
隊
（
金
沢
・
沖
縄
本
島
―
台
湾
）

第
十
二
師
団
・
通
称
剣
部
隊
（
久
留
米
―
台
湾
）



第
二
十
四
師
団
・
通
称
山
部
隊
（
旭
川
―
沖
縄
）

第
七
十
一
師
団
・
通
称
命
部
隊
（
旭
川
―
台
湾
）

第
六
十
二
師
団
・
通
称
石
部
隊
（
京
都
―
沖
縄
）

第
二
十
八
師
団
・
通
称
豊
部
隊
（
東
京
―
宮
古
島
）

の
六
個
師
団
と
独
立
混
成
四
十
四
・
同
四
十
五
旅
団
が
六
月
二

十
五
日
編
成
完
結
し
た
。
た
だ
し
豊
五
六
二
〇
部
隊
の
み
少
し

遅
く
七
月
十
日
出
発
、
そ
の
他
の
部
隊
は
鹿
児
島
に
集
結
、

「
富
山
丸
」
ほ
か
数
十
隻
に
乗
船
、
鹿
児
島
港
を
出
帆
、
南
下

し
た
が
、
同
二
十
九
日
徳
之
島
東
方
沖
に
お
い
て
米
軍
潜
水
艦

の
攻
撃
を
受
け
た
「
富
山
丸
」
が
一
瞬
に
し
て
沈
没
し
、
乗
船

部
隊
お
よ
そ
四
千
六
百
人
中
、
約
三
千
七
百
人
が
遭
難
死
す
る

と
い
う
全
滅
に
近
い
損
害
を
被
っ
た
。

生
存
者
は
奄
美
大
島
に
一
時
収
容
さ
れ
た
後
、
沖
縄
本
島
及

び
一
部
は
宮
古
島
に
送
ら
れ
た
が
、
指
揮
官
ク
ラ
ス
が
ほ
と
ん

ど
死
没
し
戦
力
が
な
く
、
八
月
一
日
急
遽
補
充
配
兵
の
必
要
か

ら
全
満
残
留
兵
力
の
動
員
が
下
令
さ
れ
た
。

直
ち
に
独
立
混
成
五
十
九
旅
団
と
同
六
十
旅
団
（
牡
丹
江
）

の
二
個
旅
団
が
同
月
十
五
日
編
成
完
結
。
第
六
十
旅
団
は
十
八

日
任
地
宮
古
島
に
向
け
て
牡
丹
江
掖
河
の
屯
地
を
出
発
、
翌
十

九
日
鮮
満
国
境
図
們
を
通
過
、
二
十
一
日
釜
山
に
到
着
、
船
舶

の
都
合
上
郊
外
の
小
学
校
に
暫
時
屯
営
（
期
間
は
十
一
日
間
）

、

九
月
二
日
釜
山
港
に
て
「
う
ら
る
丸
」
に
乗
船
出
帆
。
鹿
児
島

沖
合
に
て
両
旅
団
が
合
流
し
て
船
団
と
し
て
出
帆
、
南
下
し
、

奄
美
大
島
に
て
機
雷
浮
遊
と
の
情
報
に
船
団
は
迂
回
し
な
が
ら

ジ
グ
ザ
グ
蛇
行
し
、
漸
く
同
月
十
一
日
沖
縄
本
島
那
覇
港
に
寄

港
。
同
十
三
日
宮
古
島
平
良
港
に
着
き
、
一
夜
を
船
上
で
明
か

し
、
翌
十
四
日
上
陸
（
機
材
武
器
等
も
同
じ
に
陸
揚
げ
）

、
旅

団
駐
屯
の
東
地
区
城
辺
村
長
岡
に
進
出
。
我
々
黒
木
隊
（
黒
木

圭
三
大
尉
）
は
城
辺
村
比
嘉
の
天
理
教
家
屋
を
借
用
し
本
部
を

置
き
、
そ
の
他
は
民
家
附
近
の
空
き
地
（
畑
野
原
）
に
幕
舎
を

設
営
し
て
、
同
日
よ
り
先
島
集
団
司
令
部
（
第
二
十
八
師
団
）

の
指
揮
下
に
入
り
同
地
区
防
衛
の
任
に
服
す
。

同
十
八
日
よ
り
本
格
的
陣
地
構
築
を
開
始
す
る
と
共
に
守
備

防
衛
の
任
に
就
く
。
そ
の
当
時
の
宮
古
島
の
所
在
部
隊
総
兵

力
、
陸
軍
二
万
六
千
人
、
海
軍
四
千
人
、
軍
属
八
百
人
、
合
計

三
万
八
百
人
。

同
二
十
一
日
予
想
外
の
台
風
（
風
速
約
五
十
ｍ/

ｓ
）
に
見

舞
わ
れ
全
島
攪
乱
し
、
各
部
隊
と
も
幕
舎
の
一
部
が
壊
さ
れ
、



民
家
等
に
分
散
し
宿
営
の
余
儀
な
き
に
至
る
。

十
月
十
三
日
米
軍
艦
載
戦
闘
機
多
数
来
襲
、
海
軍
砲
台
砲
、

陸
軍
高
射
砲
ほ
か
各
砲
兵
隊
が
猛
烈
な
対
空
射
撃
に
て
応
戦
す

る
も
効
果
薄
し
。

着
任
以
来
続
行
中
の
水
際
防
衛
陣
地
構
築
作
業
を
一
時
中

止
、
航
空
機
戦
力
が
第
一
主
義
と
さ
れ
、
南
西
諸
島
を
調
査
の

結
果
、
宮
古
島
全
体
が
わ
り
と
平
坦
で
起
伏
に
乏
し
く
航
空
基

地
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
た
第
三
十
二
軍
は
、
既
設
の

海
軍
飛
行
場
の
ほ
か
に
下
地
村
東
南
部
に
二
ヵ
所
、
新
し
く
陸

軍
中
飛
行
場
建
設
を
短
期
間
に
て
造
れ
と
の
第
三
十
二
軍
直
命

の
発
令
に
伴
い
、
各
部
隊
全
員
参
加
に
て
実
施
し
た
。

滑
走
路
の
予
定
地
に
小
高
い
丘
が
あ
り
、
我
が
部
隊
は
こ
れ

を
取
り
除
く
爆
破
作
業
を
連
日
実
施
、
十
月
六
日
二
ヵ
所
の
滑

走
路
完
成
。
そ
の
間
、
九
月
十
七
日
に
は
第
三
十
二
軍
司
令

官
・
牛
島
満
中
将
一
行
の
作
業
状
況
視
察
あ
り
。

飛
行
場
建
設
作
業
完
了
と
同
時
に
一
時
中
止
し
た
陣
地
構
築

作
業
を
引
き
続
き
再
開
復
帰
。

十
月
十
六
日
、
侍
従
武
官
・
坪
島
文
雄
中
将
が
状
況
視
察
に

ご
来
島
に
よ
り
恩
賜
の
た
ば
こ
の
下
賜
あ
り
、
一
同
久
し
ぶ
り

に
本
格
的
な
た
ば
こ
に
舌
鼓
を
う
つ
。

十
一
・
十
二
月
も
水
際
防
衛
作
戦
陣
地
構
築
及
び
守
備
防
衛

に
服
す
。

明
け
て
昭
和
二
十
年
正
月
の
休
み
も
束
の
間
、
九
日
米
英
軍

艦
載
爆
撃
機
（
Ｂ29

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
Ｂ29

ボ
ー
イ
ン
グ
）
が
編

隊
に
て
来
襲
、
二
月
十
四
日
乙
号
戦
備
下
令
、
戦
闘
配
備
に
就

く
。
三
月
二
十
五
日
米
軍
慶
良
間
列
島
（
渡
嘉
敷
・
座
間
味
両

島
）
に
上
陸
、
攻
撃
を
開
始
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
連
続
空
爆

の
量
度
が
激
し
く
な
っ
た
。

翌
二
十
六
日
遂
に
天
一
号
作
戦
令
（
一
級
戦
）
が
下
令
さ

れ
、
一
部
戦
闘
配
備
を
変
更
し
、
所
定
陣
地
を
主
抵
抗
陣
地
と

し
て
守
備
防
衛
に
つ
き
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
最
前
線
の
各
兵

と
も
に
十
キ
ロ
梱
包
爆
弾
（
背
負
式
）
が
渡
さ
れ
る
（
但
し
長

男
及
び
妻
帯
者
は
除
か
れ
た
）

。
い
よ
い
よ
肉
弾
戦
か
と
悲
壮

な
想
い
が
連
想
さ
れ
た
。

同
三
十
日
大
空
襲
を
受
け
、
女
学
校
・
無
線
通
信
所
・
測
候

所
等
が
大
被
害
を
被
り
、
多
数
の
戦
死
者
及
び
一
般
民
間
人
の

人
達
に
も
犠
牲
者
が
出
る
。

四
月
一
日
米
軍
沖
縄
本
島
に
本
格
的
上
陸
攻
撃
を
開
始
、
と



の
通
信
連
絡
が
あ
り
。

こ
の
頃
よ
り
宮
古
島
に
対
し
て
も
米
英
軍
の
攻
撃
が
一
段
と

厳
し
さ
が
加
わ
り
連
日
間
断
無
く
続
く
。

五
月
五
日
米
軍
艦
隊
十
五
艦
、
宮
国
―
新
里
―
砂
川
沖
に
来

襲
、
艦
砲
射
撃
の
一
斉
攻
撃
を
受
け
、
空
爆
も
二
百
五
十
キ
ロ

～
五
百
キ
ロ
爆
弾
を
雨
ア
ラ
レ
の
ご
と
く
降
ら
せ
て
く
る
。
主

と
し
て
飛
行
場
及
び
掩
体
機
に
向
け
ら
れ
た
が
、
一
部
民
間
部

落
建
物
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
被
害
も
著
し
く
、
空
襲

に
明
け
暮
れ
の
日
が
続
い
た
。

四
・
五
・
六
月
中
に
来
襲
せ
し
米
英
軍
機
数
左
記
の
と
お
り

四
月
中
来
襲
米
英
軍
機
数

三
日
―
一
二
〇
機
、
五
日
―
二
〇
〇
機
、
七
日
―
五
九
機
、

八
日
―
一
二
〇
機
、
九
日
―
七
七
機
、
十
日
―
一
九
機
、

十
三
日
―
二
三
機
、
二
十
日
―
五
八
機

五
月
中
来
襲
米
英
軍
機
数

一
日
―
八
三
機
、
三
日
―
七
〇
機
、
八
日
―
六
七
機
、

十
一
日
―
五
四
機
、
十
三
日
―
五
八
機
、
十
五
日
―
九
三

機
、

十
八
日
―
八
五
機
、
二
十
日
―
四
五
機
、

二
十
四
日
―
三
二
機
、
二
十
五
日
―
七
〇
機

六
月
中
来
襲
米
英
軍
機
数

一
日
～
十
日
―
八
三
三
機
、

十
一
日
～
十
四
日
―
三
七
〇
機
、

十
五
日
―
六
〇
機
、
十
八
日
、
八
四
機
、
十
九
日
―
六
六
機
、

二
十
日
―
六
〇
機
、
二
十
一
日
―
一
〇
〇
機
、

二
十
五
―
五
八
機
、
二
十
六
―
六
〇
機
、

二
十
七
日
―
四
四
機
、
二
十
八
日
―
一
〇
機
、

二
十
九
日
―
四
三
機
、
三
十
日
―
三
九
機

六
月
二
十
一
日
沖
縄
本
島
の
第
三
十
二
軍
司
令
部
と
の
通
信

連
絡
が
遮
絶
状
態
と
な
り
、
本
島
戦
の
終
末
近
き
を
思
わ
せ

た
。同

二
十
三
日
沖
縄
本
島
部
隊
が
遂
に
玉
砕
、
翌
二
十
四
日
第

三
十
二
軍
司
令
官
牛
島
満
中
将
・
参
謀
長
長
勇
中
将
が
午
前
四

時
三
十
分
海
岸
に
面
し
た
坑
道
陣
地
内
に
お
い
て
日
本
古
式
武

士
道
の
礼
式
に
て
自
刃
。（
四
月
一
日
よ
り
八
十
三
日
間
の
死

闘
）牛

島
満
中
将
　
辞
世
の
句
（
二
句
）

矢
弾
尽
き
天
地
染
め
て
散
る
と
て
も

魂
還
り
魂
還
り
つ
つ
　
皇
国
護
ら
む



秋
を
待
た
で
枯
れ
ゆ
く
島
の
青
草
は

皇
国
の
春
に
よ
み
か
へ
ら
な
む

七
月
に
入
っ
て
以
降
、
米
軍
の
攻
撃
の
重
点
が
日
本
本
土
に

向
け
ら
れ
た
の
か
宮
古
島
が
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
間
断
無
く

続
い
て
い
た
空
爆
も
小
規
模
か
つ
五
月
雨
式
と
な
っ
た
。

八
月
十
八
日
部
隊
本
部
に
て
三
日
遅
れ
で
終
戦
の
詔
勅
を
拝

し
、
何
と
も
勿
体
な
さ
に
目
頭
の
熱
く
な
る
を
覚
え
、
一
同
沈

痛
な
面
持
ち
で
あ
っ
た
。

同
二
十
五
日
陸
・
海
・
空
軍
部
隊
に
対
し
て
漸
く
戦
闘
行
為

停
止
命
令
が
先
島
集
団
長
納
見
敏
郎
中
将
よ
り
発
令
さ
れ
た
。

九
月
十
五
日
米
軍
宮
古
島
に
上
陸
、
同
日
城
辺
村
の
黒
木
隊

本
部
附
近
に
お
い
て
捕
虜
検
閲
を
受
け
、
同
時
に
武
装
解
除
、

武
器
弾
薬
等
を
処
分
し
、
丸
腰
と
な
る
。

十
二
月
十
三
日
先
島
集
団
長
納
見
敏
郎
中
将
自
決
。
停
戦
時

に
お
け
る
宮
古
島
全
地
区
の
兵
員
数
及
び
戦
没
者
は
左
記
の
通

り
兵
員
数
（
空
軍
は
随
時
移
動
の
た
め
不
明
）

陸
軍
将
校
　
　
　
　
　
一
〇
八
六
人

准
士
官
下
士
官
　
　
　
四
五
二
三
人

兵
　
　
　
　
　
　
一
万
八
二
一
八
人

軍

属
　
　
　
　
　
　
七
六
四
人

海

軍
　
　
　
　
　
二
五
〇
〇
人

合

計
　
　
二
万
七
〇
九
一
人

戦
没
者
（
空
軍
と
民
間
関
係
者
は
不
明
）

陸
軍
関
係
　
　
　
　
　
三
六
二
八
人

海
軍
関
係
　
　
　
　
　
　
三
五
三
人

合

計
　
　
　
　
三
九
八
一
人

想
い
出
せ
ば
、
わ
が
黒
木
隊
は
南
西
諸
島
の
防
衛
強
化
の
た

め
、
出
動
下
令
に
よ
り
、
は
る
ば
る
全
満
各
地
よ
り
集
結
南
下

し
、
国
土
最
前
線
の
宮
古
島
守
備
防
衛
の
任
務
に
つ
い
て
以
来

約
一
ヵ
月
半
の
間
、
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
の
困
難
を
克
服
し
つ

つ
、
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
貴
重
な
体
験
を
得
た
。

人
生
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
若
き
頃
の
軍
隊
と
い

う
異
色
の
生
活
の
中
か
ら
強
制
的
に
あ
る
い
は
自
然
に
い
つ
の

間
に
か
不
屈
の
精
神
が
養
わ
れ
、
身
に
つ
い
た
こ
と
が
、
今
に

し
て
思
え
ば
、
こ
れ
が
影
の
力
と
し
て
大
き
く
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。



戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
軍
関
係
者
及
び
民
間
の
方
々
の
尊

い
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
擱
筆
い
た
し
ま
す
。

【
解

説
】

大
本
営
は
三
月
十
四
日
に
米
機
動
部
隊
が
ウ
ル
シ
ー
を
出
撃

し
た
と
い
う
情
報
に
関
連
し
て
、
敵
の
次
期
来
攻
方
面
は
南
西

諸
島
の
公
算
が
大
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
さ
ら
に
三
月
二

十
日
に
な
る
と
、
陸
海
軍
統
帥
部
は
敵
の
次
期
来
攻
を
、
四
月

初
頭
に
南
西
諸
島
方
面
、
使
用
兵
力
は
最
大
六
個
師
団
と
、
南

西
諸
島
へ
来
攻
を
第
一
に
あ
げ
た
。

連
合
艦
隊
の
判
断
は
さ
ら
に
決
定
的
で
、
敵
空
母
群
は
二
十

四
～
二
十
六
日
ご
ろ
沖
縄
に
再
来
襲
、
二
十
七
～
二
十
九
日
艦

砲
射
撃
を
加
え
る
と
共
に
、
再
度
九
州
方
面
に
対
し
阻
止
作
戦

を
し
、
三
月
末
日
ま
た
は
四
月
一
日
に
南
西
諸
島
上
陸
を
決
行

す
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
。

米
国
の
沖
縄
攻
略
は
決
定
し
て
い
て
、
三
月
十
日
ま
で
に
、

沖
縄
に
一
個
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
拠
点
を
占
領
す
る
よ
う
に
命

じ
て
い
た
と
い
う
。
ニ
ミ
ッ
ツ
大
将
は
、
当
初
三
月
一
日
に
沖

縄
を
占
領
す
る
企
図
を
命
令
し
て
い
た
が
、
諸
情
勢
に
よ
り
延

期
、
沖
縄
は
四
月
一
日
ご
ろ
攻
略
と
提
案
さ
れ
た
と
い
う
。
理

由
は
船
舶
関
係
と
天
候
不
良
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
月
二
十
三
日
か
ら
、
南
西
諸
島
に
対
し
米
艦
上
機
の
大
空

襲
が
開
始
さ
れ
た
。
藤
井
氏
の
体
験
記
に
も
あ
る
ご
と
く
、
南

西
諸
島
（
宮
古
島
等
）
で
も
、
天
一
号
作
戦
令
が
下
令
さ
れ
、

所
定
陣
地
を
主
抵
抗
陣
地
と
し
て
守
備
防
衛
に
就
い
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

三
十
日
に
は
大
空
襲
に
よ
る
大
被
害
を
受
け
、
一
般
民
間
人

（
非
戦
闘
員
）
に
も
犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
民
間

の
部
落
の
被
害
も
大
で
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
空
襲
が
あ
っ
た

と
い
う
。

そ
の
後
、
沖
縄
本
島
に
米
軍
が
上
陸
し
、
沖
縄
本
島
は
玉
砕

し
た
。
連
合
軍
は
当
初
台
湾
を
狙
う
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
沖
縄

の
第
九
師
団
（
金
沢
師
管
区
）
の
北
陸
精
鋭
を
台
湾
に
移
し
、

台
湾
防
衛
に
重
点
を
置
い
た
。
し
か
し
、
沖
縄
本
島
が
玉
砕
す

る
と
、
宮
古
、
石
垣
島
の
南
西
諸
島
は
置
き
去
り
に
し
て
、
本

土
（
九
州
）
上
陸
を
企
図
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
宮
古
島
は
小

規
模
の
空
襲
に
よ
っ
て
封
じ
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
三
日
、
沖
縄
本
島
ほ
か
は
玉
砕
が
発



表
さ
れ
、
周
辺
の
南
西
諸
島
は
孤
立
、
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
終

戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

本
島
以
外
の
地
区
と
は
、
宮
古
島
地
区
、
石
垣
島
地
区
、
徳

之
島
地
区
、
大
東
島
地
区
で
あ
る
。




